「 | | 財 下図 (( 動 原 泊 、 巨大 動脈 交 の 発生 場所 ) 
《〔) 巨大 動 須 疾 に 収縮 剤 (黄色 の 液体 ) を 数 回 投与 NN、 
し 、 ガ イド ライ ン に 沿っ て 交 を 切り 離す 
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( 巨大 動脈 交 …P44) 
9 ら '⑥ の 手順 で 切り 離し た 動脈 癌 の 癌 を 摘出 し eo | | 男 上 の 図 は 脳 の 処置 
治療 する ( 動脈 弘 ーP43) 4、5 で 発生 する 病巣 


の 場所 を 示し た も の 
([ が 動脈 疹 、 較 が 
巨大 動脈 疹 )。 記 
号 は チャ ー ト 表 の 番 
号 と 対応 し て いる 。 


の 巨大 動脈 導 韻 を 岳 出 し 、 血 管 の 血 だ まり を 吸引 
(巨大 動脈 冶 …P44) ! 


も ここ ニニ ニニ ーー ニー ニー ニー ニニ ーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニニ ーーーーーー ニ ーー ニーーー 


19 追加 トレ イ に ある 人 工 血 管 を 3 本 の 血管 の あい | ノ の 」 」 | | | ( 
に 配置 し 、 史 合 部 X3 を 午 合 | - 

1 ( 巨大 動脈 交 P44 ) リー 
6 り 脳 の 処置 4 2 人 目 田 加 07:07:36 回 07:31: 14 | 前 遇 記 MM | an 

和 野 を 朋 の 右 下 に 移動 きせ 、 0 の 手順 で 凶 イ の ヽ い 、 | し g 計 生 二 
司 の 動 販 閣 を 切り 離す (動脈 閣 P43) ーー 隊 


脳 の 処置 4 で も 、 発 生 し て いる 愚 部 の 


人 ) 〇 の 手順 で 図 イ の 回 の 巨大 動脈 交 を 切り 離す NN 間 
( 巨大 動脈 閣 ーP44 ) 「 破裂 させ る の は 避け た い 。 

じ ) @ の 手順 で 図 イ て の き | の 動 脈 郊 を 切り 離す や 。 | 
、【 動 脈 閣 一 P43) Ll  。 還 上 

《) 〇 、 ⑨ の 手順 で 図 イ の 陣 、 語 の 冶 を 摘出 し て 治 (みみ) | 21 


_ 療 する (動脈 閣 一 P43) 巨大 動脈 座 は 成長 具合 に よっ て 収 


縮 剤 の 投与 回 数 が 異な り 、 出現 し た 
直後 で も 2 回 は 投与 する 必要 が ある 。 


の ) 衛 野 を 尼 の 右上 に 移動 させ 、 の 手順 で 図 イ の 人 ふい 
の 動脈 導 を 切り 離す ( 動 朋 閣 P43) 


人 術 野 を 脳 の 左 に 移動 させ 、 ②③ の 手順 で 図 イ の | 人 NII 
の 動 販 疾 を 切り 離す ( 動 販 交 P43) ] 


己 呈 生還 (SKIP 邊 
336 Ma 』 
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動脈 次 を どれ か ひと つ で も 最後 まで 処 
置 し て 消し 去る と 、 脳 の 左側 に 新た に 
動脈 交 が 発生 する 。 


) 0、@ の 手順 で 図 イ の の 閣 を 摘出 し て 治療 する 
(動脈 閣 …P43 ) “ 


/ 術 野 を 脳 の 右 に 移動 させ 、 ⑪ の 手順 で 図 イ の 回 「 
_ の 巨大 動脈 疾 を 切り 離す 「 


(巨大 動脈 次 一 P44) 
の ) 0、@ の 手順 で 図 イ の し の 交 を 摘出 し て 治療 する の ( み の | 陳 4 = 6 
(動脈 約 一 P43) 「 に 詳 開 及 の 処置 4 で 動脈 癒 を 合計 3 つ 治療 


アン 
N 茶 、 


し 終わ る と 、 今度 は 脳 の 中 央 部 に 巨 


忌 ) ①、① の 手順 で 図 イ の 回 の 痛 を 摘出 し て : 各 療 する 大 動脈 溢 が 発生 する 。 


LU 巨大 動脈 交 一 P44 ) 


CU 術 野 を 脳 の 右 下 に 移動 させ 、 ①、 ⑪ の 手順 で 図 ( 

_ イ の 回 の 癒 を 摘出 し て 治療 する 0 
(巨大 動 脈 冶 P44) IRIS 
新た に 発生 し た 患部 の 郊 を すべ て 切 
り 離 し た ら 、 残 っ て いる 愚 部 の 血管 を く 


』 脳 の 処置 5.2 人 目 還 : 回 06:15:16 思 06:40:57 < 
っ つけ る 処置 に 進 も う 。 


の 、 生 | 


P の 手順 で 図 イ の その 動脈 郊 を 切り 離す 
_( 動 脈 閣 ーP43) 


+dAd 008 3dI9 1VIO9HH0 で Sn ロ ヨ つ Tn ロ Y つ 


患部 が 発生 する まで 少し 時 間 が ある 
の で 、 そ の あい だ に 術 野 を 移動 させ 
る 。 余裕 が あれ ば バイ タル を 回 復 。 


や 術 野 を 脳 の 左側 に 移動 させ 、 3 の 手順 で 図 イ の 人 ふい へ N 
た の 動 脈 交 を 切り 離す (動脈 閣 ーP43) 


貞 ( 巨大 動脈 閣 P44) 


回 の 巨大 動脈 交 を 切り 離す 
(巨大 動 販 閣 …P44 ) 


G①) O、@ ぐ の 手順 で 図 イ の 天 の 癒 を 摘出 し て 治療 する 


4 ル 動 脈 問 一 P43 ) 


巨大 動脈 冶 P44) 


CC) 術 野 を 脳 の 左側 に 移動 させ 、 ⑨、 ⑨ の 手順 で 図 
_ イ の 周 の 癌 を 摘出 し て 治療 する (動脈 交 ーP43) 


KEI)①、① の 手順 で 図 イ の 回 の 癌 を 摘出 し て 治療 する 
(巨大 動脈 閣 …P44) 


人 脳 の 処置 6.3 人 目 回目 05:32:13 加 06:00:35 
動脈 交 の 周辺 に 発生 し て いる 臓 X 2 を 吸引 
( 臓 一 P41) 


摘出 し て 治療 する ( 動脈 冶 P43) 


( 図 ウ の 回 の 腫瘍 周辺 に 発生 し て いる 肛 を 吸引 
し 、 回 の 腫瘍 を 切開 し て 露出 させ る 
| ( 左 一 P41、 腫 瘍 ご P37) 


(C) 腫瘍 の 組織 液 を 吸引 し つつ 、 近 くに 発生 し た 臓 も 
吸引 し 、 ガ イド ライ ン に 沿っ て 腫瘍 を 切り 離す 
(腫瘍 一 P37、 臓 P41) 


【「) 腫瘍 の 患部 を 摘出 し 、 切 除 痕 の 腹 を 吸引 
(腫瘍 ーP37) 


せる ( 腫瘍 ーP37 / 


剤 ( 青色 の 液体 ) を 投与 し て 沈静 1 L さ せる 
( 炎症 一 P41 ) 


処置 (腫瘍 一 P37、 臓 一 P41) 


液体 ) を 投与 し て 沈静 化 さ せる ( 炎症 一 P41 ) 


させ る ( バイ タル 回 復 一 P33、 炎症 一 P41 / 


術 野 を 脳 の 右上 に 移動 させ 、 2 6 
に の 動 須 閣 を 切り 離す ( 動 脈 閣 ーP43) 


( 箱 野 を 脳 の 左側 に 移動 させ 、 〇 の 手順 で 図 ウ の 
EMI な の 動脈 交 を 切り 区 す ( 動脈 閣 …P43) 


6 術 野 を 脳 の 右 下 に 移動 させ 、 ⑯ の 手順 で 図 イ の 人 


7 ①、① の 手順 で 図 イ の 回 の 癌 を 摘出 し て 治療 する 


の ひ ー⑨ の 手順 で 発生 し て v \ る 動脈 交 X2 の 冶 を | 


O) 追加 トレ イ に ある 人 工 膜 を 切除 痕 に 乗せ て 定着 さ 


) 処置 し た 腫瘍 の 周辺 に 発生 し て いる 秋 症 に 消炎 


)@ こ G の 手順 で 図 ウ の 回 の 訂 瘍 と 周辺 の 腹 を 
の) 災 症 を ひと つ だ け 残 し 、 遇 部 に 消炎 剤 (青色 の 
人 C) バイ タル を 80 付 近 ま で 回 復 させ 、 炎症 を 沈静 化 


代り 脳 の 処置 73 人 目 回 . 四 03:51:06 男 04333113 


《 の 〇 の 手順 で 図 イ の 回 の 巨大 動 脈 交 を 切り 離す 。 N。 ヽ 


| 画 較 ウ (動脈 交 、 腫瘍 の 発生 場所 1) 
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上 の 図 は 脳 の 処置 
6、7 で 発生 する 病巣 
の 場所 を 示し た も の 
( ひら が な が 動脈 交 、 
英文 字 が 腫瘍 )。 記 
号 は チャ ー ト 表 の 番 
号 と 対応 し て いる 。 
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B2is 


で 


N 


に セッ マジ 


【 ーー 


IITBBenan 


脳 の 処置 6 か ら は 、 動脈 冶 以 外 に も 
腫瘍 と 膜 が 発生 する 。 膜 の 吸引 を 進 
め つ つ 、 交 の 切り 離し を 進め よう 。 


[co 」 を f 骨 す る た め に 、 、 腫瘍 の 位 
置 を 図 ウ で 確認 し 、 エコ ー は 使わ ず に 
患部 を メス で 切開 し て 赴 出 させ よう 。 


腫瘍 の な か に 肛 が 発生 し て いる の で 、 
患部 摘出 時 に は 人 工 膜 を 乗せ る まえ 
に 臓 を 吸引 し て お く 必 要 が ある 。 


炎症 を すべ て 治療 する と 動脈 郊 が 発 
生 す る 。 ひと つ 病 巣 を 残し て 安全 に 
バイ タル を 回 復 で きる 状態 に し よう 。 


動脈 突 の 癒 を 切り 離し 処置 を 終え る こ 
ろ に 肛 が 発生 する が 、 その 肛 の 処置 
は あと 回 し に する こと 。 


術 野 を 動か す と き は 、 ふ た つの 動脈 交 
が 見 える 位置 まで 移動 させ 、 続け て 癖 
の 切り 離し 処置 を 進め た い 。 


